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図版 1

５　Ｆ区西端全景（西から）

８　Ｄ区西側全景（東から）４　Ｆ区東側全景（南から）

７　Ｄ～Ｆ区全景（東から）３　G 区全景（西から）

６　Ｄ～Ｇ区全景（西から）

１　Ａ～Ｃ区全景（西から）

２　Ｂ・Ｃ区全景（東から）



図版 2

１　第１号住居跡遺物出土状況（１）

６　第１号住居跡埋甕

５　第１号住居跡床面伏甕検出状況（２）

２　第１号住居跡遺物出土状況（２）

４　第１号住居跡床面伏甕検出状況（１）

３　第１号住居跡完掘 ７　第１号土壙

８　第４号土壙



図版 3

８　第 21・22 号土壙

７　第 19・20 号土壙

６　第 17・18 号土壙

５　第 14・15 号土壙

２　第６号土壙

１　第５号土壙

４　第８号土壙

３　第７号土壙



図版 4

８　第３号溝跡

７　第１・２号溝跡

６　第２号溝跡

５　第１号溝跡

４　第１号井戸跡半裁

３　第１号井戸跡

２　第 31 号土壙

１　第 23 号土壙



図版 5

３　第１号住居跡（第９図３）

２　第１号住居跡（第９図２）

１　第１号住居跡（第 8 図１）

６　遺構外出土土器（第 13 図 1 ～ 34）

５　第１号住居跡（第 10 図 18・20 ～ 43）

４　第１号住居跡（第 10 図５～ 17・19）
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図版 6

６　土壙（第 17 図３・５～７）・第１号井戸跡（第 18 図１）・
その他の出土遺物（第 25 図２・４～８）

５　遺構外出土石器（第 14 図）

４　第１号住居跡（第 11 図 1 ～８・12 図９）

３　第１号住居跡（第 12 図 11）

２　第１号住居跡（第 12 図 10）

１　第１号住居跡（第９図４）
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図版 7
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ふ り が な

所 収 遺 跡
ふ り が な

所 在 地
コード

北緯 東経 調査期間 調査面積
（㎡） 調査原因

市町村 遺跡番号

立
た て は ら こ う じ い せ き

原小路遺跡
第１次

埼
さいたまけんおおさとぐん

玉県大里郡
寄
よりいまちおおあざたてはら

居町大字立原
４２８－７他

11408 254 ３６ °０６ ′１９．２８９″ １３９°１１′２８．０９６″
20110301

～
20110331

277.00 道路建設

立
た て は ら こ う じ い せ き

原小路遺跡
第２次

埼
さいたまけんおおさとぐん

玉県大里郡
寄
よりいまちおおあざたてはら

居町大字立原
１３９－４他

11408 254 ３６ °０６ ′１８．６４９″ １３９°１１′３１．３０６″
20110407

～
20110531

356.00 道路建設

所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

立原小路遺跡
第１次

集落跡 近世 土壙　　　　　１３基
溝跡　　　　　４条

瓦質陶器・陶器・磁器

立原小路遺跡
第２次

集落跡 縄文時代中期 竪穴住居跡　　　１軒 縄文土器・石器 縄文時代中期の加曾
利ＥⅢ式期の敷石住
居跡を検出した。

近世 土壙 　　　　　２０基
溝跡　　　　　　 １条
井戸跡　　　　　 １基
ピット　　　　 １１基

瓦質陶器・陶器・磁器・
土製品・鉄製品

要　　約

　立原小路遺跡は、寄居町立原の荒川右岸に形成された標高 120 ～ 125 ｍの河岸段丘上に位置する。調査では、縄
文時代の敷石住居跡の出現を考えるうえで、貴重な資料を得ることができた。検出された住居跡は、石囲い炉を中
心として結晶片岩の板状石材を利用し敷設された円形の敷石住居跡である。出土した土器から縄文時代中期後半（約
4200 年前）の加曾利ＥⅢ式期の時期と考えられる。一般的に敷石住居跡は柄鏡形をしていて、その出現は縄文時
代後期と考えられていることから、本例は県内で最も古い時期の事例である。この円形の敷石住居跡の出現背景には、
長野県や群馬県地域に同様の敷石住居跡が確認されていることから、埼玉県と長野・群馬県地域の交流が窺える。
近世の遺構は、土壙と溝跡、井戸跡を検出した。溝跡は現道と並行した位置で検出されていることから、先行する
道路の側溝跡と考えられる。また、井戸跡は石組み構造で常滑の急須蓋が出土した。これらの資料は、この地域の
生活や歴史を知る貴重な手掛かりとなる。
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